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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

40797000065

有限会社　ミモレ・ダイコク

0944-64-9700

評価結果確定日

有する能力に応じ自立した日常生活を営む支援の為、ご利用者様の思
いや願いを尊重し、生まれ育った町で、長年住み慣れたなじみの地域
でご本人らしい生活が送れるように、スタッフの意識共有を図り、
福祉や医療に関するさらなる専門性を高め、その知識や技術を社会に
広く普及啓発をする活動も増やします。認知症の方のケアと特別視せ
ずに、より軽介護度のお元気な方には活動的になれる場を提供し、認
知症の進行予防や心身機能の維持に力を入れ、中重度の方には必要な
ケアをしっかりと行いながら、できることや残された機能をたもって
いけるように援助していく。当たり前のことを当たり前に、当たり前
のサービスの水準をあげながらケアサービスの質の担保を図っていま
す。

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/

事業所は、山間の自然豊かな環境の中にあり、地域の一員として存在
している。地域の人と一緒に利用者が田植えや稲刈りを行い「新米”
やまびこ米”」を毎年秋に収穫し、日々の食事に取り入れている。外
国人技能実習生も施設と地域に溶け込み、介護人材の一翼を担ってい
る。施設では、入所者の安全と安心、それを担う職員の働きやすい環
境を整えている。地域の利用者の安心と安全を支えるため、事業所全
体で職員一丸となって人材育成にも取り組んでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム「やまびこ」

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き合う
ことや地域の方に頼りにしていただけるよう
に、認知度の向上や情報発信を行っていきた
いと考えています。運営推進会議や地域ケア
会議での症例発表、中学校での福祉講座、民
生員向けの施設案内、施設行事（お祭りや季
節行事）の地域への案内や地域敬老会への参
加、園児の慰問依頼など行っています。（コ
ロナ禍では案内送付、意見徴収を実施）

２か月ごとに運営推進会議を開催してい
る。参加者は利用者や家族、自治会役員、
民生委員、包括支援センター、行政職員等
である。事業所からの報告や地域行事のお
知らせを行っており、参加者との意見交換
等を行い、事故やヒヤリハットの軽減につ
なげている。

日頃から、利用者の入所時や困難事例が
あった際には、行政や包括支援センターと
相談や連携をしている。地域では施設管理
者が認知症や介護保険制度に関する出前講
座を担当することがある。

4

施設内での取り組み等の報告や、地域の高齢
者福祉等に関わる情報発信などを行っていま
す。特に大きな課題となっている人材確保や
定着率の改善の取り組みなども報告しており
ます。また意見の吸い上げ等も行っておりま
すが、コロナのため書面での代替実施として
おります。

5

2.と重複もありますが、みやま市の認知症ケ
アパス作成にあたり、作成補助メンバーとし
ての参加や、地域ケア会議・多職種連携会議
での運営協力や症例発表等の実施、地域密着
型協議会の運営協力を行っています。キャラ
バンメイトや地元中学・高校のキャリア教育
にも参加しています。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

理念は明確であり、地域の視点がある。事
業所内に掲示しており、職員会議等で管理
者から理念に基づいたケアの向上について
話をしている。日々の朝礼等における唱和
を検討している。

外部評価

56

身体拘束に関するマニュアルや委員会を設
置している。入所時に家族へ説明を行って
いる。身体拘束に関する内部研修も実施し
ている。外部研修受講の報告書や資料を職
員間で回覧し情報共有している。日中、玄
関ドアは簡易な施錠をしているが利用者が
開けることができる。勝手口の施錠はして
いない。

4

福岡県の身体拘束を行わない施設に登録し、
事業所として身体拘束を行わないことをトッ
プダウンで発信するとともに、委員会設置に
よる日々の啓発と見直し、職員教育を行って
います。職員の理解に関しては、まだ十分な
レベルに達しているとは言えませんが、現在
実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

改善はしているが、少しでも長く開錠でき
るよう取り組み、鍵をかけないで生活でき
る工夫をしてほしい。

1

2

―3

まだまだ情報発信不足ではありますが、認知
症の方の支援に関して、より有意義な情報を
発信していければと思っています。介護事業
所として発信できることは何かなと模索して
おります。キャラバンメイト活動（オレンジ
教室や市内企業等向け認知症サポーター養成
講座）などの参加を行なっております。

有する能力に応じ自立した日常生活を営む支
援を徹底する事に努め、ご利用者様の思いや
願いを尊重し、生まれ育った町で、長年住み
慣れたなじみの地域でご本人らしい生活が送
れるように、認知症ケアが特別過ぎるもので
はないという認識をもって、日々のケアに取
り組んでいます。１人の個人と尊厳を持ち目
標や方向性づけることや具体的な方法論に落
とし込めるよう指導しています。

地域行事への参加は、今年度も運動会の見
学等している。地域にある短期大学からは
今年も実習生を受け入れている。中学校で
の出張福祉講座や施設行事の案内、地域敬
老会への参加等を行い、地域交流を行って
いる。

2

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

弊社では、グループホーム以外の他の事業所
があり、入所のみに関わらず様々な状況の方
の対応を行っており、必然的に入所のみなら
ず対応の必要性が増えています。また、居宅
や福祉用具も含めそれらの情報共有を図って
いるため、実践的にも活用できるようにして
います。

6

成年後見制度や日常生活自立支援事業につ
いて、入所時に家族等へ説明を行い、パン
フレットを準備している。職員は研修を受
講し、理解を深めている。受講記録は報告
書や資料で整理している。

10

接遇向上委員会の設置と、ご意見としていた
だいた内容をスタッフ間で共有し、サービス
改善につながるような仕組みを作っていま
す。又、年1回、利用者全ご家族対象に顧客満
足度調査とスタッフ仕事意識調査を実践し、
調査の内容をもとに改善するべきことは直ち
に実施し、現在実践レベルの向上と徹底に取
り組んでいるところです。

7

利用者は日常的にいつでも職員に対して希
望や意向を伝える機会がある。家族が運営
推進会議に出席して意見を述べる機会があ
る。家族からの要望で、面会時間の制限を
解除する等、意見を運営に反映している。
事業所以外に苦情を申し出る第三者委員の
仕組みや窓口について、契約時に説明して
いる。

9

契約等に関する説明は、入所時にきちんと
行っています。特に問題になりやすい入所後
の転倒などの事故や、入退院に伴う事柄、終
末期ケアや看取りに関する事柄などはその都
度・複数回の説明と同意などの確認を行って
います。また、医療機関などの外部機関がか
らむ場合は、施設が間に入って対応を行って
います。

―

―

11

定期的なスタッフ会議の開催を行っていま
す。中間管理職の育成に努めていますが、ま
だ十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。一旦目標を変えて、現場サービスをしっ
かりとおこななうことを目標にしています。
中間管理職の会議を不定期ですが開催し、方
針等のコンセンサスを作っています。

8

管理者は、日常的に職員が意見を言いやす
い環境を整えている。備品の補充や入所者
への気づきの報告等は日常的に反映してい
る。年に２回の個人面談や月１回スタッフ
会議で職員は自由に意見を述べている。

12

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努めて
います。成長意欲の高い職員には、外部の研
修への参加を奨励し、全体的な底上げを図る
ことで、制度的・教育的就業環境の整備に努
めています。コロナ禍が明けて、外部研修参
加も増えてきています。また、健康経営にも
取り組んでいます。

―7

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面での強
化のためマニュアルの策定と研修会の実施を
行っています。職員に関しては、まだ十分な
レベルに達しているとは言えませんが、現在
実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

採用・処遇等において、特別な差別・区別等
は行っていません。また、様々な専門職が縦
割りにならずに、在宅の高齢者福祉のプロ
フェッショナルを目指すことを主眼に置き、
自由な発想と挑戦する気概を大事にするよう
な職場環境でありたいと思っています。

9

10

職員の募集や採用においては、性別や年齢
等を理由に採用対象から除外していない。
国籍においても同様であり、積極的に外国
人を採用している。職員の異動や昇進、教
育訓練、定年、退職等でも差別することな
く、だれもが働きやすい職場環境と自己実
現の権利保証に配慮している。

人権教育・啓発研修は外部研修に参加し、
その報告と資料を回覧して出席していない
職員が学べるようにしている。

15

制度や外部研修への症例を行っていますが、
最終的にはOJTに重きを置き、先輩や熟練ス
タッフが若手の育成に努め、また若手が中堅
に育っていくにあたり、若手を育てるという
循環作りを目指しています。まだまだ教育体
制として不十分な点も多いですが、実践レベ
ルの向上を図っています。新規に、オンライ
ン研修システムを導入し、個人アカウントか
ら進捗を確認しながら、活用を行なっていま
す。

―

14

同和問題等に関しては、若年者には、歴史的
にそういった風土があった点のみ説明し、中
年者以降に対しては、どうしても生育環境等
があるため、現代ではすでにその価値観自体
が古く、誤っており、すでに時代錯誤である
旨を伝えるようにしています。

13

17

出来る限り導入には細心の注意を払いなが
ら、また、まずは日中の利用のみから始める
などして、大きな環境の変化に対してネガ
ティブな変化が起こらないように、可能な範
囲で対応を行っています。

―

16

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連絡協
議会や研修会への参加を奨励や、他施設の見
学などを通し、施設内・法人内の価値観だけ
でなく、広く業界や地域・社会での情報に触
れることができるように配慮しています。本
年はコロナの影響のため、機会は少なくなっ
ています。

―

18

ご利用者と同様に、導入には細心の注意を払
いながらしっかりと説明を行い、ご家族の求
めるニーズとお困りごとに対して真摯に向き
合うようにしています。また、施設の限界や
線引きなどに対してもきちんと説明を行い、
理解を求めることで、後々のトラブルや言っ
た・言わないなどのトラブル防止に努めてい
ます。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

基本的には医療面と連携して行うことがほと
んどであり、初期に緊急求められる治療的側
面等があった場合は、医療機関との間に入り
しっかりと説明を行い、高齢者の場合に伴う
メリット・デメリットをご家族に寄り添う形
で説明するようにしています。また、導入時
において家族の協力を求め、協同していくよ
うにしております。

―

21

支援しているのが施設だけにならないよう
に、判断はご家族様にゆだねますが、その判
断のために必要な情報はしっかりとお伝えさ
せていただき、ご家族と一緒に支えさせてい
ただいています。また、疎遠になりがちなご
家族様もおられますし、結果としてのトラブ
ルを回避することも踏まえて、サービス面で
の限界に関しては線引きも重要と考えていま
す。

20

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々な中
で、業務指導上ではあくまで私たちにとって
の「お客様」であり、認知症があって判断能
力などの低下があっても「目上の方」ですの
で、接遇面を重視しています。その中で人生
の終末の機関である認知症や要介護状態のご
利用者様を支えるために、スタッフ個人のホ
スピタリティーや個性を生かした関わりを支
援したいと考えています。

―

―

23

出来る限り、部屋にこもりがちにならずに、
共用のリビング等、他者交流が取れる場で介
護サービスを提供したいと考えています。反
面、集団生活が苦にならないように、お元気
な方にはゆっくりする時間やプライバシーを
保たれる時間も必要になります。またお元気
な方同士のコミュニケーションが生まれやす
いような席配置など心がけています。

―

22

施設に入所するということは、なじみの人や
場との関係が基本的には途絶えることになり
ますが、様々なケースがありますので、途絶
えたうえでも、人と人とのコミュニケーショ
ンがなくならないように援助をしていきます
し、ご家族様や近隣の方が訪問しやすい施設
であるように努めています。

11

入所者の馴染みの人や場所について把握し
ている。知人や友人等の訪問や電話でのつ
ながりも継続できるように支援している。
インターネットを使って馴染みの神社等を
職員と一緒に見ることもある。

24

サービス終了の仕方にもよりますが、入院等
を伴う場合は、入院までの調整や情報提供・
フォロー等説明をきちんと行い先方が困らな
いよう相談・支援を行います。また、施設看
取りの場合等も診断・エンジェルケア後にお
見送り・代表者のお参り等をさせていただい
ています。終了後は必要であれば、居宅等へ
の丁寧な引き継ぎなどを心がけています。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

本人の意向を聴取できる場合はもちろん本人
本意ですが、必要性や清潔保持のためには、
多少の説得等を伴う場合はあります。聴取で
きない場合はご家族様から聴取する形になり
ますし、徐々に本人本意ではなくなります
し、意向より身体的な苦痛がないかなどが重
要になってくるかと思うので、状態によって
必要性を見極めながら援助を行っています。

12

認知症の程度に関わらず、利用者一人ひと
りに寄り添い傾聴の姿勢や態度で関わりを
続けるチームアプローチを実践している。
経験豊かな職員が多く、利用者が話をしや
すいよう配慮している。

28

専門職を含めた共通認識を作るために、基本
的なクリニカルリーズニングとロジカルシン
キングをベースにしたいと考えています。現
段階では、その点に関しては一部の有資格者
や中堅以上のスタッフの意見にあると思いま
すが、経験の浅いスタッフ等にも考え方の基
本を学んでもらうことが重要と考えていま
す、それを踏まえたチームアプローチを目指
しています。

27

スタッフ一人一人のアセスメント能力がまだ
十分なレベルに達しているとは言えません
が、現在実践レベルの向上と徹底に取り組ん
でいるところです。スタッフの育成に合わせ
て文章にする力や専門的な共通認識のもと、
他者に伝える力を育成したいと考えていま
す。

―

13

利用者や家族の意向や意見を聞き、職員全
員が関与し、かかりつけ医の気付きや意見
も取り入れて利用者本位の介護計画を作成
している。また見直しについては基本的に
３か月に１回の頻度で行われているが、心
身の状態の変化に応じて臨機応変に対応し
ている。

―

29

気付きや共有において重要な点が、先入観を
はずした客観的な視点とそれらを言語化する
ことだと思いますが、いわゆるこのPDCAサイ
クルがまだ十分なレベルに達しているとは言
えません。現在実践レベルの向上と徹底に取
り組んでいるところです。

―

30

重度化に対応するための看護職員の配置や医
療連携体制をとっています。様々なニーズに
対応するためのスタッフ配置に取り組んでい
るところです。必要あれば、リハビリセラピ
ストからのチェック体制を作っています。共
用型のデイサービスを含めて、ニーズに合わ
せた対応ができていけるようにと考えていま
す。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集を
しっかりと行っています。本来であればこの
時点でもっと生活に関する情報を手厚く集め
たいのですが、手続き的にボリュームが大き
くなってしまっていることもあり、入所後の
情報収集になってしまっています。この点に
関しては、より職員間の共通認識をしっかり
とするために、初期の段階のケアプランによ
り盛り込んでいけるように、情報収集のタイ
ミング等を考えたいと思っています。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

施設看護師が、医療機関看護師と連携を図
り、スムーズに受診や検査等ができるように
努めています。また、代理窓口として、本人
様やご家族様の希望がきちんと伝わるように
支援しています。

―

利用者のかかりつけ医への受診を尊重して
いる。利用者や家族の意向に沿って、受診
を支援している。かかりつけ医との連携だ
けではなく、居宅療養管理指導にて、薬局
との連携体制を整備しており、利用者や家
族が安心できる体制が構築されている。

36 ―

15

33

事業所として、重度化や終末期の在り方に
ついて対応方針があり明文化している。訪
問看護との連携体制も構築している。協力
医療機関である在宅専門のクリニックの指
示のもと、医療と看護、ケアの提供が出来
る体制が整備され、利用者本位の支援を実
践している。

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛り込
みながら、実践を行っています。

事故発生時の対応等も後で管理者や上長にあ
たるものからの対応に関するフィードバック
などを行い、反省点等に関しても次回に生か
せるようにしていきたいと考えています。

35

中重度介護者への介護サービスや終末期ケ
ア・見取りといった点では、自分たちの施設
の限界を認識し、きちんとそれらを説明・同
意を得ることが重要だと考えています。ス
タッフの共通認識に関して、まだ十分なレベ
ルに達しているとは言えません。現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるところで
す。

32

本人及び家族等の希望がある場合は、在宅時
からのかかりつけ医との連携を図り、特に希
望がない場合は施設のかかりつけ医との連携
をとっていきます。施設・施設スタッフが間
に入ることで、コミュニケーションや必要・
不必要が明確になり、医療をうける機会の喪
失や過多にならないように適度な医療を提供
できるよう注意しております。

34

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介依頼
のつなぎを行い、受診・入院時の情報提供を
きちんと行い、普段のレベルや介護状況がき
ちんと伝えるようにしています。

14

31

施設内での散髪などを定期的に行っていま
す。また、園児の慰問や地域の演芸サークル
の方の慰問などを取り入れています。地域の
ボランティアの方の受け入れも積極的に行っ
ているところですが、地域性的な所もありま
すが、なかなか集まらないのが現状ですの
で、人材収集方法を検討していかなければな
らないと考えています。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

自己選択が難しくなってきているご利用者様
に対して個別のニーズを聞き、それを個人に
対してのみ提供することは、あまり公平・公
正なサービスとは考えておりませんので、ス
タッフに対しても自由な枠組みで偏った個人
の意見のみを吸い出すのではなく、ある程度
の枠組みを作ったうえでスタッフにも実践し
ながら考えられるようになってもらいたいと
考えています。

―

38

尊厳やプライバシー意識はどうしても入所施
設や認知症の方を対象にする場合に、おざな
りになりやすい部分であると思います。
「当たり前の意識」や「慣れ」「鈍感さ」な
どをキーワードに、出来ているから大丈夫で
はなく、自分を律していくことを常に求めて
いく必要があると感じていますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。現在
実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

17

さりげなく介護したり、声掛けを工夫する
等して、利用者を傷つけないよう対応をし
ている。利用者本位のケアとプライバシー
保護について、職員全員に研修の機会を設
けている。日々の業務の中で確実に研修を
受けることが出来るように、ＩＴを活用し
た専用のソフトを取り入れている。

41

居室環境の整備や衣類の調整など、現在実践
レベルの向上と徹底に取り組んでいるところ
です。過去に美容ボランティアさんによる、
お化粧などをイベント的に行っていただきま
した。日常的なこととこうしたイベント的な
内容を組み合わせながら支援ができればと考
えています。

40

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げていく
ことや、1人では作ることのできない生活バラ
ンスをコントロールしてあげることが必要だ
と考えていますので、施設の時間を優先する
わけではありませんが、それらに乗ってもら
う・沿ってもらうことが大事だと考えていま
す。

―

42

―

職員と利用者は、一緒に同じ内容の食事を
同じテーブルで食べている。地域の農家の
協力があり、一緒に田植えや稲刈りを行
い、収穫も行っている。収穫したお米は食
卓で提供され、利用者は楽しみながら食べ
ている。

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の準備
にご利用者様が入ることは少なくなってお
り、お菓子作りやその他の行事などに衛生管
理をしてたうえで一緒に作業を行う形をとっ
ています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感で感
じていただくことが食事の楽しみになるかと
思います。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37
毎月の防災訓練にて、実践を行っています。
防災設備や建物の給水・給湯等の環境の理解
なども含めて訓練を行っています。

16

マニュアルを作成しており、避難訓練を毎
月実施している。事業所単独の場合と法人
事業所全体で実施する等、様々な状況を想
定して取り組んでいる。地域住民の参加も
あり、より効果的な訓練となるよう心掛け
ている。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

排泄機能の低下に関しては、排泄そのものと
いうより、排泄に伴う周辺の動作や更衣に対
してでいる機能を保てるように支援を行い、
介護度が増すにつれ増えるオムツやパッド類
の経済的負担が大きくなってくるため、効果
的かつ効率的な使用を行えるように努めなが
ら、尿路感染などの起きやすい病態の予防に
取り組んでいます。まだ十分なレベルに達し
ているとは言えません。現在実践レベルの向
上と徹底に取り組んでいるところです。

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食物繊
維を多く含んだ素材や野菜類をできるだけ盛
り込んだ献立作りを行っています。お薬だけ
に頼った対応にならないよう、ケアでできる
工夫を行っています。

―

20

46

47

入浴支援は毎日行っている。入浴を希望し
ない場合は、声掛けの工夫等している。季
節に合わせて、ゆず湯やデコポン湯を提供
したり、入浴剤を使ったりすることで入浴
を楽しんでもらう工夫をしている。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4回の
入浴頻度を保てるようにしており、ご本人ま
たはご家族からの希望や、必要性・身体への
負担などを考慮して入浴の支援を行っていま
す。

19

43

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設け、
看護師を中心としたウェイト・栄養管理と、
介護士を中心とした食事の満足度の向上・摂
食嚥下機能のアセスメントとその対応をしっ
かりと見直しながら行っています。

利用者一人ひとりの排泄パターンやおむつ
の使用頻度を把握し、誰でも分かるように
数値化している。メーカーの研修などを活
用し、排泄の失敗やおむつの使用頻度を減
らす工夫をしている。

―

―44

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととしてお
りますが、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

48

居室環境で眠れない方もおられたりするの
で、リビングにパーソナルチェアを設置し、
日中・夜間ともに、安楽の半臥位でゆっくり
できる環境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境に居
づらい方でも、共用部で見守りしながらの安
楽姿勢がとれるよう工夫しております。ま
た、チルト・リクライニングの車いすを用い
たりもしています。

―
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福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

施設看護師のみならず、かかりつけ医・訪問
看護や薬剤師と連携し、服薬支援を行ってい
ます。
医師・薬剤師と密な連携をとり、対応が難し
い下剤、精神安定剤、坑認知症薬、睡眠導入
剤などの細やかな調整を行っております。実
践レベルの向上に取り組んでいます。

―

散歩は天気の良い日はほぼ毎日行ってい
る。外食は家族の協力のもと１か月に１
回、買い物は２か月に１回、ドライブは毎
月実施している。特にドライブでは、桜や
ひまわり等の見学に行くことで、季節を感
じてもらっている。

51

50

年間の行事予定や月々の行事・活動予定をた
てながら、実施しています。レクレーション
のバリエーションや運営に関して、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。現在
実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

―

54

居心地よい共用空間（主にリビングと玄関
前）作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じてい
ただけるよう努めていますが、まだ十分なレ
ベルに達しているとは言えません。現在実践
レベルの向上と徹底に取り組んでいるところ
です。

22

居間や廊下などの共有空間には、利用者が
創作したちぎり絵やちょうちんをはじめ、
地域の方から頂いた写真等を飾っている。
よしずを使い光の強さに配慮するなど、家
庭的で居心地の良い空間作りを行ってい
る。

52

少額の金銭の保持は行うが、まとまった金銭
の自己管理は可能な方にとどまり、施設とし
ては現金を持つことはあまり推奨していませ
ん。

53
電話希望に関しては、細目にお電話を支援す
るものの、相手先もあることなので、合意の
もと行っています。

―

21

―

外出先の希望を募ることで、外出支援を行っ
ています。主には複数名での外食支援や外出
支援など行っています。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご家族
も一緒に作り上げることを依頼しています。
また、衣替え等の居室の整理も同様です。
居室環境の環境整備・整理整頓の徹底を指導
していますが、まだ十分なレベルに達してい
るとは言えません。現在実践レベルの向上と
徹底に取り組んでいるところです。また、衣
類を出し入れする仮性作業等がある方への支
援を模索しています。

家族の手作りによる木製のテレビ台等、馴
染みの家具をはじめ、テレビや家族写真、
飾り物が持ち込まれ利用者が思い思いに居
心地よく過ごせる工夫をしている。

57

基本的にバリアフリーの構造であるため、施
設内の移動は可能です。安全に屋外に出れる
ような中庭もあります。廊下幅や居室の間口
が設計上、現在の基準から比べると狭い構造
にはなっていますが、自力での移動や介助で
の移動が可能です。

56

55 ―

23

席次を工夫したり、より機能レベルの近いご
利用者同士での交流が生まれやすいように働
きかけを行っています。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホーム「やまびこ」　（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

まだまだ情報発信不足ではありますが、認知症
の方の支援に関して、より有意義な情報を発信
していければと思っています。介護事業所とし
て発信できることは何かなと模索しておりま
す。キャラバンメイト活動（オレンジ教室や市
内企業等向け認知症サポーター養成講座）など
の参加を行なっております。

5

2

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き合うこ
とや地域の方に頼りにしていただけるように、
認知度の向上や情報発信を行っていきたいと考
えています。運営推進会議や地域ケア会議での
症例発表、中学校での福祉講座、民生員向けの
施設案内、施設行事（お祭りや季節行事）の地
域への案内や地域敬老会への参加、園児の慰問
依頼など行っています。（コロナ禍では案内送
付、意見徴収を実施）

1

6

4

有する能力に応じ自立した日常生活を営む支援
を徹底する事に努め、ご利用者様の思いや願い
を尊重し、生まれ育った町で、長年住み慣れた
なじみの地域でご本人らしい生活が送れるよう
に、認知症ケアが特別過ぎるものではないとい
う認識をもって、日々のケアに取り組んでいま
す。１人の個人と尊厳を持ち、目標や方向性づ
けることや具体的な方法論に落とし込めるよう
指導しています。

4

施設内での取り組み等の報告や、地域の高齢者
福祉等に関わる情報発信などを行っています。
特に大きな課題となっている人材確保や定着率
の改善の取り組みなども報告しております。ま
た意見の吸い上げ等も行っておりますが、コロ
ナのため書面での代替実施としております。

3

福岡県の身体拘束を行わない施設に登録し、事
業所として身体拘束を行わないことをトップダ
ウンで発信するとともに、委員会設置による
日々の啓発と見直し、職員教育を行っていま
す。職員の理解に関しては、まだ十分なレベル
に達しているとは言えませんが、現在実践レベ
ルの向上と徹底に取り組んでいるところです。

5

2.と重複もありますが、みやま市の認知症ケア
パス作成にあたり、作成補助メンバーとしての
参加や、地域ケア会議・多職種連携会議での運
営協力や症例発表等の実施、地域密着型協議会
の運営協力を行っています。キャラバンメイト
や地元中学・高校のキャリア教育にも参加して
います。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面での強化
のためマニュアルの策定と研修会の実施を行っ
ています。職員に関しては、まだ十分なレベル
に達しているとは言えませんが、現在実践レベ
ルの向上と徹底に取り組んでいるところです。

12

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努めてい
ます。成長意欲の高い職員には、外部の研修へ
の参加を奨励し、全体的な底上げを図ること
で、制度的・教育的就業環境の整備に努めてい
ます。コロナ禍が明けて、外部研修参加も増え
てきています。また、健康経営にも取り組んで
います。

―

10

接遇向上委員会の設置と、ご意見としていただ
いた内容をスタッフ間で共有し、サービス改善
につながるような仕組みを作っています。又、
年1回、利用者全ご家族対象に顧客満足度調査
とスタッフ仕事意識調査を実践し、調査の内容
をもとに改善するべきことは直ちに実施し、現
在実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

7

11

定期的なスタッフ会議の開催を行っています。
中間管理職の育成に努めていますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。一旦目
標を変えて、現場サービスをしっかりとおこな
なうことを目標にしています。中間管理職の会
議を不定期ですが開催し、方針等のコンセンサ
スを作っています。

8

6

9

契約等に関する説明は、入所時にきちんと行っ
ています。特に問題になりやすい入所後の転倒
などの事故や、入退院に伴う事柄、終末期ケア
や看取りに関する事柄などはその都度・複数回
の説明と同意などの確認を行っています。ま
た、医療機関などの外部機関がからむ場合は、
施設が間に入って対応を行っています。

―

8

弊社では、グループホーム以外の他の事業所が
あり、入所のみに関わらず様々な状況の方の対
応を行っており、必然的に入所のみならず対応
の必要性が増えています。また、居宅や福祉用
具も含めそれらの情報共有を図っているため、
実践的にも活用できるようにしています。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和　7年　3月　17日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

出来る限り導入には細心の注意を払いながら、
また、まずは日中の利用のみから始めるなどし
て、大きな環境の変化に対してネガティブな変
化が起こらないように、可能な範囲で対応を
行っています。

―

18

ご利用者と同様に、導入には細心の注意を払い
ながらしっかりと説明を行い、ご家族の求める
ニーズとお困りごとに対して真摯に向き合うよ
うにしています。また、施設の限界や線引きな
どに対してもきちんと説明を行い、理解を求め
ることで、後々のトラブルや言った・言わない
などのトラブル防止に努めています。

―

15

制度や外部研修への症例を行っていますが、最
終的にはOJTに重きを置き、先輩や熟練スタッ
フが若手の育成に努め、また若手が中堅に育っ
ていくにあたり、若手を育てるという循環作り
を目指しています。まだまだ教育体制として不
十分な点も多いですが、実践レベルの向上を
図っています。新規に、オンライン研修システ
ムを導入し、個人アカウントから進捗を確認し
ながら、活用を行なっています。

―

16

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連絡協議
会や研修会への参加を奨励や、他施設の見学な
どを通し、施設内・法人内の価値観だけでな
く、広く業界や地域・社会での情報に触れるこ
とができるように配慮しています。本年はコロ
ナの影響のため、機会は少なくなっています。

―

14

同和問題等に関しては、若年者には、歴史的に
そういった風土があった点のみ説明し、中年者
以降に対しては、どうしても生育環境等がある
ため、現代ではすでにその価値観自体が古く、
誤っており、すでに時代錯誤である旨を伝える
ようにしています。

13

採用・処遇等において、特別な差別・区別等は
行っていません。また、様々な専門職が縦割り
にならずに、在宅の高齢者福祉のプロフェッ
ショナルを目指すことを主眼に置き、自由な発
想と挑戦する気概を大事にするような職場環境
でありたいと思っています。

9

10
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

サービス終了の仕方にもよりますが、入院等を
伴う場合は、入院までの調整や情報提供・フォ
ロー等説明をきちんと行い先方が困らないよう
相談・支援を行います。また、施設看取りの場
合等も診断・エンジェルケア後にお見送り・代
表者のお参り等をさせていただいています。終
了後は必要であれば、居宅等への丁寧な引き継
ぎなどを心がけています。

―

22

施設に入所するということは、なじみの人や場
との関係が基本的には途絶えることになります
が、様々なケースがありますので、途絶えたう
えでも、人と人とのコミュニケーションがなく
ならないように援助をしていきますし、ご家族
様や近隣の方が訪問しやすい施設であるように
努めています。

11

23

出来る限り、部屋にこもりがちにならずに、共
用のリビング等、他者交流が取れる場で介護
サービスを提供したいと考えています。反面、
集団生活が苦にならないように、お元気な方に
はゆっくりする時間やプライバシーを保たれる
時間も必要になります。またお元気な方同士の
コミュニケーションが生まれやすいような席配
置など心がけています。

―

21

支援しているのが施設だけにならないように、
判断はご家族様にゆだねますが、その判断のた
めに必要な情報はしっかりとお伝えさせていた
だき、ご家族と一緒に支えさせていただいてい
ます。また、疎遠になりがちなご家族様もおら
れますし、結果としてのトラブルを回避するこ
とも踏まえて、サービス面での限界に関しては
線引きも重要と考えています。

20

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々な中
で、業務指導上ではあくまで私たちにとっての
「お客様」であり、認知症があって判断能力な
どの低下があっても「目上の方」ですので、接
遇面を重視しています。その中で人生の終末の
機関である認知症や要介護状態のご利用者様を
支えるために、スタッフ個人のホスピタリ
ティーや個性を生かした関わりを支援したいと
考えています。

―

―

19

基本的には医療面と連携して行うことがほとん
どであり、初期に緊急求められる治療的側面等
があった場合は、医療機関との間に入りしっか
りと説明を行い、高齢者の場合に伴うメリッ
ト・デメリットをご家族に寄り添う形で説明す
るようにしています。また、導入時において家
族の協力を求め、協同していくようにしており
ます。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集をしっ
かりと行っています。本来であればこの時点で
もっと生活に関する情報を手厚く集めたいので
すが、手続き的にボリュームが大きくなってし
まっていることもあり、入所後の情報収集に
なってしまっています。この点に関しては、よ
り職員間の共通認識をしっかりとするために、
初期の段階のケアプランにより盛り込んでいけ
るように、情報収集のタイミング等を考えたい
と思っています。

25

本人の意向を聴取できる場合はもちろん本人本
意ですが、必要性や清潔保持のためには、多少
の説得等を伴う場合はあります。聴取できない
場合はご家族様から聴取する形になりますし、
徐々に本人本意ではなくなりますし、意向より
身体的な苦痛がないかなどが重要になってくる
かと思うので、状態によって必要性を見極めな
がら援助を行っています。

12

―

29

気付きや共有において重要な点が、先入観をは
ずした客観的な視点とそれらを言語化すること
だと思いますが、いわゆるこのPDCAサイクルが
まだ十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。現在実践レベルの向上と徹底に取り組んで
いるところです。

―

30

重度化に対応するための看護職員の配置や医療
連携体制をとっています。様々なニーズに対応
するためのスタッフ配置に取り組んでいるとこ
ろです。必要あれば、リハビリセラピストから
のチェック体制を作っています。共用型のデイ
サービスを含めて、ニーズに合わせた対応がで
きていけるようにと考えています。

28

専門職を含めた共通認識を作るために、基本的
なクリニカルリーズニングとロジカルシンキン
グをベースにしたいと考えています。現段階で
は、その点に関しては一部の有資格者や中堅以
上のスタッフの意見にあると思いますが、経験
の浅いスタッフ等にも考え方の基本を学んでも
らうことが重要と考えています、それを踏まえ
たチームアプローチを目指しています。

27

スタッフ一人一人のアセスメント能力がまだ十
分なレベルに達しているとは言えませんが、現
在実践レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。スタッフの育成に合わせて文章にす
る力や専門的な共通認識のもと、他者に伝える
力を育成したいと考えています。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

施設内での散髪などを定期的に行っています。
また、園児の慰問や地域の演芸サークルの方の
慰問などを取り入れています。地域のボラン
ティアの方の受け入れも積極的に行っていると
ころですが、地域性的な所もありますが、なか
なか集まらないのが現状ですので、人材収集方
法を検討していかなければならないと考えてい
ます。

―

32

本人及び家族等の希望がある場合は、在宅時か
らのかかりつけ医との連携を図り、特に希望が
ない場合は施設のかかりつけ医との連携をとっ
ていきます。施設・施設スタッフが間に入るこ
とで、コミュニケーションや必要・不必要が明
確になり、医療をうける機会の喪失や過多にな
らないように適度な医療を提供できるよう注意
しております。

34

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介依頼の
つなぎを行い、受診・入院時の情報提供をきち
んと行い、普段のレベルや介護状況がきちんと
伝えるようにしています。

14

33

施設看護師が、医療機関看護師と連携を図り、
スムーズに受診や検査等ができるように努めて
います。また、代理窓口として、本人様やご家
族様の希望がきちんと伝わるように支援してい
ます。

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛り込み
ながら、実践を行っています。

事故発生時の対応等も後で管理者や上長にあた
るものからの対応に関するフィードバックなど
を行い、反省点等に関しても次回に生かせるよ
うにしていきたいと考えています。

35

中重度介護者への介護サービスや終末期ケア・
見取りといった点では、自分たちの施設の限界
を認識し、きちんとそれらを説明・同意を得る
ことが重要だと考えています。スタッフの共通
認識に関して、まだ十分なレベルに達している
とは言えません。現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

36 ―

15

―

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37
毎月の防災訓練にて、実践を行っています。
防災設備や建物の給水・給湯等の環境の理解な
ども含めて訓練を行っています。

16

―

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の準備に
ご利用者様が入ることは少なくなっており、お
菓子作りやその他の行事などに衛生管理をして
たうえで一緒に作業を行う形をとっています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感で感じ
ていただくことが食事の楽しみになるかと思い
ます。

18

41

居室環境の整備や衣類の調整など、現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるところで
す。過去に美容ボランティアさんによる、お化
粧などをイベント的に行っていただきました。
日常的なこととこうしたイベント的な内容を組
み合わせながら支援ができればと考えていま
す。

40

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げていくこ
とや、1人では作ることのできない生活バラン
スをコントロールしてあげることが必要だと考
えていますので、施設の時間を優先するわけで
はありませんが、それらに乗ってもらう・沿っ
てもらうことが大事だと考えています。

―

42

38

尊厳やプライバシー意識はどうしても入所施設
や認知症の方を対象にする場合に、おざなりに
なりやすい部分であると思います。
「当たり前の意識」や「慣れ」「鈍感さ」など
をキーワードに、出来ているから大丈夫ではな
く、自分を律していくことを常に求めていく必
要があると感じていますが、まだ十分なレベル
に達しているとは言えません。現在実践レベル
の向上と徹底に取り組んでいるところです。

17

39

自己選択が難しくなってきているご利用者様に
対して個別のニーズを聞き、それを個人に対し
てのみ提供することは、あまり公平・公正な
サービスとは考えておりませんので、スタッフ
に対しても自由な枠組みで偏った個人の意見の
みを吸い出すのではなく、ある程度の枠組みを
作ったうえで、スタッフにも実践しながら考え
られるようになってもらいたいと考えていま
す。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととしており
ますが、まだ十分なレベルに達しているとは言
えません。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

48

居室環境で眠れない方もおられたりするので、
リビングにパーソナルチェアを設置し、日中・
夜間ともに、安楽の半臥位でゆっくりできる環
境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境に居づ
らい方でも、共用部で見守りしながらの安楽姿
勢がとれるよう工夫しております。また、チル
ト・リクライニングの車いすを用いたりもして
います。

43

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設け、看
護師を中心としたウェイト・栄養管理と、介護
士を中心とした食事の満足度の向上・摂食嚥下
機能のアセスメントとその対応をしっかりと見
直しながら行っています。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4回の入
浴頻度を保てるようにしており、ご本人または
ご家族からの希望や、必要性・身体への負担な
どを考慮して入浴の支援を行っています。

1945

排泄機能の低下に関しては、排泄そのものとい
うより、排泄に伴う周辺の動作や更衣に対して
でいる機能を保てるように支援を行い、介護度
が増すにつれ増えるオムツやパッド類の経済的
負担が大きくなってくるため、効果的かつ効率
的な使用を行えるように努めながら、尿路感染
などの起きやすい病態の予防に取り組んでいま
す。まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。現在実践レベルの向上と徹底に取り組ん
でいるところです。

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食物繊維
を多く含んだ素材や野菜類をできるだけ盛り込
んだ献立作りを行っています。お薬だけに頼っ
た対応にならないよう、ケアでできる工夫を
行っています。

―

20

46

47

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

居心地よい共用空間（主にリビングと玄関前）
作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じていた
だけるよう努めていますが、まだ十分なレベル
に達しているとは言えません。現在実践レベル
の向上と徹底に取り組んでいるところです。

22

53
電話希望に関しては、細目にお電話を支援する
ものの、相手先もあることなので、合意のもと
行っています。

52
少額の金銭の保持は行うが、まとまった金銭の
自己管理は可能な方にとどまり、施設としては
現金を持つことはあまり推奨していません。

51

―

21
外出先の希望を募ることで、外出支援を行って
います。主には複数名での外食支援や外出支援
など行っています。

50

年間の行事予定や月々の行事・活動予定をたて
ながら、実施しています。レクレーションのバ
リエーションや運営に関して、まだ十分なレベ
ルに達しているとは言えません。現在実践レベ
ルの向上と徹底に取り組んでいるところです。

―

49

施設看護師のみならず、かかりつけ医・訪問看
護や薬剤師と連携し、服薬支援を行っていま
す。
医師・薬剤師と密な連携をとり、対応が難しい
下剤、精神安定剤、坑認知症薬、睡眠導入剤な
どの細やかな調整を行っております。実践レベ
ルの向上に取り組んでいます。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

基本的にバリアフリーの構造であるため、施設
内の移動は可能です。安全に屋外に出れるよう
な中庭もあります。廊下幅や居室の間口が設計
上、現在の基準から比べると狭い構造にはなっ
ていますが、自力での移動や介助での移動が可
能です。

56

55 ―

23

席次を工夫したり、より機能レベルの近いご利
用者同士での交流が生まれやすいように働きか
けを行っています。

―

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご家族も
一緒に作り上げることを依頼しています。ま
た、衣替え等の居室の整理も同様です。
居室環境の環境整備・整理整頓の徹底を指導し
ていますが、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と徹底に
取り組んでいるところです。また、衣類を出し
入れする仮性作業等がある方への支援を模索し
ています。
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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